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1. はじめに
  潜在ランク理論（Latent Rank Theory，LRT）は，発表

当 初 は ニ ュ ー ラ ル テ ス ト 理 論 （ Neural  Test 

Theory，NTT： Shojime，2007a）と呼ばれていた．「潜在

ランク」は離散値で表わした受験者の能力である．項目

応答理論（Item Response Theory，IRT）では受験者の

能力を連続値で表わしているが，テストの解像度は連続

値で表わすほど高くないため，LRT では 5 から 20 程度

の潜在ランクで表わす．これによって測定が荒くなるの

ではなく，アイテムの特性を表わす Item Reference 

Profile　（IRP：図－１参照）や受験者が各ランクに所属

する確率を表わす Rank Membership Profile（RMP：図

－２参照）といった概念の導入により，IRT よりもきめこま

かくその特性を表現できるという特長を持っている．

　 ア ダ プ テ ィ ブ テ ス ト （ Computerized  Adaptive 

Test，CAT）は，従来のテストの実施時間の半分以下の

時間で実施でき，受験者の能力を考慮した出題ができ

ることから受験者の負担を軽減できること，アイテムの露

出が少なくなるため必ずしも一斉受験の必要がないこと

など多くのメリットがある．CAT の動作はどの理論を用い

ても基本的には同じであり，受験者集団の特性，アイテ

ムバンクの特性，初期条件，項目選択アルゴリズム，能

力推定アルゴリズム，終了条件の６つの構成要素によっ

て決定づけられる（秋山，2010）．

2. LRT-CAT モジュール

日本の大学でもっとも利用されているｅラーニングプラッ

トフォームである Moodle のプラグインとして LRT に基づ

く CAT 機能を LRT-CAT モジュールを開発した．LRT

の特長である IRP と RMP を利用し，テストの結果もラン

ク値だけではなく，RMP も得られ，受験者の特性をきめ

細かく把握することができる．

　　　　　図－１　Item Reference Profile の例

 

　　　　　図－２　Rank Membership Profile の例

LRT-CAT モジュールの構成要素は，以下のように

設計した．　

１）初期設定

・初期ランク

　受験者の暫定推定ランクの初期値は中心のランクとす

る．

・初期項目選択

　最初に出題するアイテムを受験者の初期ランクとアイ

テムの β 値（IRP の下のランクから正答確率を加算して
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disassertation，Purdue University，1970

　　　　　表－１　シミュレーションの結果の一例
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